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建
設
経
済
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
条
例
制
定

1
件
、
補
正
予
算
1
件
、
市

道
路
線
に
関
す
る
議
案
2
件
（
認

定
変
更
、
廃
止
）
の
各
議
案
を

審
査
し
、
全
議
案
を
全
員
賛
成

で
原
案
通
り
可
決
し
た
。

　
主
な
議
案
内
容
と
審
査
結
果

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
筑
後
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

は
、
平
成
15
年
9
月
に
施
行

さ
れ
た
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
経
費
の
削
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た

「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
導
入

す
る
た
め
の
条
例
改
正
で
あ
る
。

委
員
よ
り
指
定
管
理
者
の
資
格
、

ま
た「
指
定
管
理
者
制
度
」を
導

入
し
た
際
に
事
故
等
が
発
生
し

た
時
の
責
任
の
所
在
は
ど
う
な

る
の
か
、
な
ど
の
質
問
が
あ
っ

た
が
全
員
賛
成
可
決
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
17
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
中
の
園
芸
作
物
振
興

に
要
す
る
経
費
（
約
1,
0
0
0

万
円
）
は
補
助
率
が
1／2
以
内

の
県
単
事
業
で
あ
り
果
樹
産
地

を
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

産
地
へ
と
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
す

る
た
め
の
補
助
金
で
あ
る
。

　
次
に
、
農
業
施
設
整
備
等
事

業
に
要
す
る
経
費
（
約
1
億

3,
0
0
0
万
円
の
減
額
）
は

事
業
費
の
10
％
相
当
額
の
借

入
金
償
還
金
へ
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
現
在
の
借
入
利
率
が

当
時
の
利
率
と
比
較
す
る
と
非

常
に
低
利
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

市
内
の
5
つ
の
土
地
改
良
区

の
協
力
に
よ
り
低
金
利
資
金
へ

の
借
り
換
え
が
各
総
代
会
で
決

定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
今

年
度
の
償
還
金
補
助
が
不
要
と

な
っ
た
た
め
の
も
の
で
あ
り
全

員
賛
成
可
決
で
あ
っ
た
。

各委員会で議論となったものを委員長がまとめたものです。

総
務
文
教
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
条
例
改
正

7
件
、
補
正
予
算
2
件
、
専

決
処
分
の
承
認
1
件
の
各
議

案
を
審
査
し
、
全
員
賛
成
に
て

可
決
し
た
。
意
見
書
案
第
5

号
は
賛
成
多
数
に
て
可
決
し
た
。

　
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
・
水
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
窓
ヶ

原
体
育
館
・
郷
土
資
料
館
の
条

例
は
、
平
成
15
年
9
月
に
施

行
さ
れ
た
地
方
自
治
法
の
改
正

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
「
管
理

委
託
制
度
」
が
廃
止
さ
れ
、
民

間
事
業
者
等
も
施
設
の
管
理
を

行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
「
指

定
管
理
者
制
度
」
を
導
入
す
る

こ
と
に
伴
い
改
正
を
行
う
も
の
。

な
お
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定

委
員
会
を
、
収
入
役
を
長
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
収
入
役
の

選
考
委
員
就
任
に
は
職
務
権
限

上
無
理
が
あ
る
の
で
再
検
討
す

る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
補
正
予
算
は
、
平
成
17
年

7
月
19
日
矢
部
川
松
原
堰
に

お
い
て
発
生
し
た
潜
水
訓
練
中

に
殉
職
し
た
、
故
下
川
健
二
消

防
指
令
長
の
消
防
葬
を
執
り
行

う
た
め
の
経
費
に
繰
越
金
を
充

て
る
も
の
。

　
3
月
・
6
月
議
会
で
、
継

続
審
査
に
な
っ
て
い
た
市
議
会

議
員
の
定
数
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
関
し
委
員
全
員
か
ら
意

見
を
聴
い
た
。「
行
革
等
時
代

の
流
れ
で
定
数
削
減
に
は
反
対

で
は
な
い
が
16
人
は
厳
し
い
。

3
委
員
会
の
構
成
が
6
人
体

制
を
と
れ
る
19
人
な
ら
委
員

会
の
機
能
も
十
分
果
た
せ
る
と

思
う
。」「
市
民
の
皆
さ
ん
や
支

援
団
体
等
に
話
を
聴
い
た
が
、

地
域
や
団
体
の
代
表
が
16
人

で
は
出
し
に
く
い
状
況
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。
19
人
で
お

願
い
し
た
い
。」
等
意
見
が
出

さ
れ
、
委
員
全
員
が
19
人
が

妥
当
で
あ
る
と
の
意
見
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
原
案
の
16
人

を
19
人
に
す
る
修
正
案
を
全

員
賛
成
で
可
決
し
た
。
ま
た
、

修
正
部
分
を
除
く
原
案
に
つ
い

て
も
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

田
中
　
親
彦

　
　
　
　
議
員

田
中
　
親
彦

　
　
　
　
議
員

田
中
　
親
彦

　
　
　
　
議
員

時
代
に
見
合
っ
た『
行
政
認
識
』の

必
要
性
を
問
う

矢
加
部
茂
晴

　
　
　
　
議
員

矢
加
部
茂
晴

　
　
　
　
議
員

矢
加
部
茂
晴

　
　
　
　
議
員

保
育
料
が
高
い
と
の
声
に

ど
う
応
え
る
の
か

９月定例会

厚
生
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
条
例
改
正

2
件
、
補
正
予
算
6
件
、
決

算
認
定
1
件
、
意
見
書
1
件
、

他
2
件
の
各
議
案
を
審
査
し
、

全
議
案
を
可
決
し
た
。

　
市
民
交
通
傷
害
保
障
条
例
を

廃
止
す
る
案
は
、
加
入
者
の
減

少
や
近
隣
市
で
も
廃
止
、
も
し

く
は
廃
止
を
前
提
と
し
た
検
討

が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
行
政

区
長
会
で
も
廃
止
論
が
高
い
な

ど
の
理
由
か
ら
行
政
評
価
を
行

な
っ
た
結
果
、
廃
止
し
た
い
旨

が
述
べ
ら
れ
、
賛
成
多
数
で
原

案
可
決
し
た
。

　
平
成
17
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
で
は
、
新
た
に
高
齢
者

虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

を
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や

保
健
所
、
警
察
、
民
生
委
員
会

な
ど
と
も
連
携
し
な
が
ら
現
状

の
把
握
や
防
止
策
な
ど
、
今
後

検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
が
説
明
さ
れ
た
。

　
平
成
16
年
度
市
公
営
企
業

会
計
決
算
で
は
、
市
立
病
院
の

事
業
会
計
が
入
院
と
外
来
患
者

の
減
少
等
に
よ
り
単
年
度
、
約

1
億
2,
0
0
0
円
の
赤
字
が

生
じ
た
こ
と
に
質
問
が
集
中
し

た
。

　
病
院
当
局
か
ら
は
対
策
と

し
て
、
現
在
「
急
性
期
医
療
」

を
め
ざ
し
電
子
カ
ル
テ
の
導

入
な
ど
施
設
や
体
制
の
充
実
、

ま
た
感
染
症
指
定
機
関
と
し

て
の
認
定
を
受
け
る
な
ど
の

改
善
策
を
検
討
し
て
い
る
旨
、

回
答
が
あ
っ
た
。

　
水
道
事
業
で
は
、
普
及
率

73
％
の
今
後
の
事
業
拡
張
を

ど
う
し
て
い
く
か
が
議
論
さ

れ
た
。

　
全
市
給
水
と
な
っ
た
現
在
、

市
水
道
管
敷
設
の
条
件
が
対

象
30
戸
で
加
入
率
6
割
以
上

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
も
っ

と
地
域
住
民
か
ら
の
要
望
に

応
え
ら
れ
る
方
策
を
求
め
る
旨
、

委
員
か
ら
要
望
が
出
さ
れ
た
。

事務改善委員会の風景

市内の私立幼稚園

指定管理者制度が導入される窓ヶ原体育館

民
意
に
対
す
る
行
政
の

役
割
認
識
は
十
分
か

問
　
税
源
移
譲
と
権
限
移
譲
と

の
バ
ラ
ン
ス
、
現
政
権
残
り
一

年
で
一
気
に
答
え
が
出
な
い
状

況
下
で
あ
る
。
衆
院
選
挙
の
結

果
を
受
け
て
06
年
度
予
算
で

国
は
さ
ら
に
社
会
保
障
関
係
費

と
地
方
交
付
税
の
抑
制
を
し
て

く
る
。
市
の
次
年
度
以
降
の
予

算
編
成
で
、
先
に
示
し
た
財
政

健
全
化
5
カ
年
計
画
ど
お
り

に
進
め
る
場
合
、
市
民
が
懸
念

し
て
い
る
行
政
の
現
状
の
時
代

認
識
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
な
く
実
行
で
き
る
か
。

市
長
　
こ
れ
か
ら
先
、
大
変
多

難
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
る
。

多
難
な
時
代
も
市
民
の
理
解
を

得
て
行
政
を
前
へ
進
め
、
精
力

的
に
市
役
所
内
の
意
識
の
改
革

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

財
政
健
全
化
で
の

歳
入
歳
出
へ
の

取
り
組
み
は
十
分
か
。

問
　
歳
入
策
は
処
置
を
講
じ
て

も
短
期
で
は
効
果
が
現
れ
な
い
、

歳
出
削
減
策
は
直
ち
に
効
果
を

出
せ
る
、
市
職
員
が
意
識
を
改

め
る
こ
と
で
効
果
を
き
た
す
も

の
が
全
職
場
に
あ
る
。
早
朝
か

ら
夜
半
ま
で
働
き
、
年
々
減
少

す
る
所
得
に
め
げ
ず
納
税
し
て

い
る
市
民
と
比
べ
、
市
職
員
の

給
与
レ
ベ
ル
は
数
段
に
条
件
が

良
い
。
職
員
は
報
酬
に
見
合
っ

た
働
き
が
出
来
て
い
る
か
。

市
長
　
市
民
の
現
在
の
生
活
、

実
情
は
ま
さ
に
厳
し
い
も
の
が

あ
り
、
そ
れ
を
行
政
側
は
受
け

止
め
て
い
る
か
と
の
声
は
聞
い

て
い
る
。
そ
の
市
民
の
声
を

5
0
0
人
の
職
員
は
受
け
止

め
て
対
応
し
な
い
と
行
政
の
信

頼
は
生
ま
れ
な
い
。
普
段
、
職

員
の
地
域
へ
の
参
加
は
ふ
る
さ

と
づ
く
り
に
共
通
す
る
も
の
、

そ
の
つ
く
り
に
邁
進
し
て
い
き

た
い
。

問
　
発
想
の
転
換
を
計
り
知
恵

を
出
し
、
生
き
た
税
の
使
い
方

で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
新
た

な
分
野
へ
の
投
資
が
可
能
と
な

る
。
地
方
自
治
体
も
経
営
感
覚

を
持
っ
て
当
た
る
よ
う
、
一
層

の
意
識
改
革
を
希
望
す
る
。

問
　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も

子
育
て
支
援
を
重
点
施
策
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
。
さ
ら
に

筑
後
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
を
策
定
し
、
今
年
度
か
ら

5
年
間
に
取
り
組
む
べ
き
緊

急
の
課
題
と
し
て
、
そ
の
対
応

を
定
め
て
い
る
。
そ
の
行
動
計

画
の
具
体
施
策
の
一
つ
と
し
て
、

保
育
所
利
用
者
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
に
保
育
料

の
軽
減
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
市
の
保
育
料
は
周
辺
の
市
町

村
と
比
べ
て
高
い
と
の
声
を
聞

く
が
、
今
後
の
対
応
、
取
組
み

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
厳
し
い
財
政
の
中
で

市
の
独
自
支
援
と
し
て
軽
減

率

13
･
2
％
、年
間
予
算

5,
5
0
0
万
円
を
こ
の
支
援

に
充
て
て
い
る
。
私
は
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
と
い
う
こ
と
を
主
眼
に
し
て

お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
財
政
的

に
惜
し
む
も
の
で
は
な
い
。
し

か
し
、
保
育
料
の
軽
減
の
み
で

は
な
く
、
い
ろ
ん
な
総
合
的
な

中
で
子
育
て
支
援
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財

政
は
厳
し
い
が
、
現
在
の

5,
5
0
0
万
円
の
独
自
支
援

は
何
と
か
今
後
と
も
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

自
主
防
災
組
織
の

結
成
へ
の
働
き
か
け
は

問
　
本
年
度
か
ら
資
機
材
の
購

入
費
の
助
成
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
、
各
行
政
区
に
対
し
て
自
主

防
災
組
織
の
結
成
を
促
し
て
い

る
。
こ
れ
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
も
例
え
ば
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
と
こ
ろ
や
独
居
老
人
が

多
い
と
こ
ろ
な
ど
を
重
点
地
区

と
し
て
設
定
し
、
そ
の
地
域
と

行
政
が
協
働
し
て
組
織
の
立
ち

上
げ
に
取
り
組
ん
だ
ら
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
こ
の
自
主
防
災
組

織
は
、
一
般
的
に
は
自
治
組
織
、

地
域
を
母
体
と
し
た
も
の
が
一

番
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
ま
ず
行
政
区
に
働
き
か

け
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
重
点

地
区
の
設
定
も
十
分
検
討
す
る
。




